









































































































































































































































































月日 時 間 行 事 会 場
7/28 17：0023：00 WelcometoBoise BasqueBlock①
19：00 KepaJunkera:Livefrom Bilbao
7/29 17：0023：00 WelcometoBoise BasqueBlock①
7/30 正午深夜 Basque-ingontheBlock BasqueBlock①
20：45 StreetDance BasqueBlock①
19：00 SportsNight CenturyLinkArena②
7/31 正午深夜 Basque-ingontheBlock BasqueBlock①
19：00 Festa・ra MorisonCenter③
8/1 10：0018：00 Basque-ingatExpoIdaho ExpoIdaho④
19：00 SanInazioMass St.Mark・sChurch⑤













































⑤ St Mark’s Church
⑥ Boise State University






























月日 時間 行事 会場
7/29 09：0016：00 ・Joan-Etorri・BasqueStudiesSymposium BoiseStateUniv.⑥
7/29 17：30 ・MeettheBasques・CommunityGathering HistoricEgyptianTheater⑦
7/30 09：0016：00 ・Joan-Etorri・BasqueStudiesSymposium BoiseStateUniv.⑥
7/31 08：00 NABOAnnualConvention GroveHotel⑧
備考：各会場末尾の数字は図2中の数字に対応．
出典：JaialdiWeekSchedule記載のプログラムによる．
ハイアルディ2015の期間中，越境するバスク人の連携を強化する試みが随所に仕掛けら
れていたといえる。ハイアルディ2015に合わせてNABOの年次総会がバスク・ブロック
に隣接するグローヴ・ホテルで開催されたことは，そのような仕掛けの中でも最も意義深い
ものであろう。前述のようにNABOは，全米各地に散らばるバスク・クラブを統括するた
めの組織である。NABOは1979年以降年次総会を各地持ち回りで開催しているが，ハイア
ルディの開催年には年次総会会場がボイジーに設定されることが多い（17）。ハイアルディに合
わせてボイジーで年次総会を開催することは，ボイジーに集結するバスク人に組織的な結束
を認識させ，越境するバスク人コミュニティの連携強化を促す意味があるといえる。
ここまでの記述から，ハイアルディ2015はそれを目的にボイジーに集結するバスク人の
エスニックな連帯を地理的制約を超越して強化する装置であると結論付けられそうであるが，
はたしてその範疇に収まる現象なのであろうか。議論をさらに展開する鍵は，故地バスク地
方からの参加者にある。Jaialdi2015主催者の推計によると，開催期間中の全参加者は約3
万人であったとされる（18）。そのうちバスク地方からの参加者は，2千人から4千人であっ
た（19）。数値の幅が大きいものの，およそ10分の1はバスク地方からの参加者であったとい
える。他のエスニック集団が主催する祝祭に故地からどの程度の数が参加するかを証明する
具体的資料がみつからないので，10分の1という割合の客観的意義を評価できないが，決
して小さい数とはいえない。
バスク地方からの参加者の多くは個人的意思によるものであるが，首相を含めバスク州政
府から参加した20名，スポーツ競技，舞踊，歌謡などのパフォーマーとして参加した約100
名には，バスク州政府による公的支援として旅費が支払われている（20）。この種の旅費はバス
ク州政府首相府直属の外務局の予算から支出されるが，同局は対外政策の中でもディアスポ
ラ政策に力を入れている。特に1994年にバスク地方外のバスク・センターを組織化し支援
するための州法8号が成立して以降，その傾向がさらに強まっている（21）。同法は，世界中の
バスク・ディアスポラのネットワーク拠点として各地のバスク・センターを活用することで，
世界各地に散在するバスク・ディアスポラの組織化とバスク人コミュニティの活性化を進め
ることを目的としている。一例をあげると，バスク州政府はNABOに対して現在年間2～4
万ユーロの予算を同法を根拠に拠出している。NABOはその予算を全米各地のバスク・セ
ンターに配分している。さらに各地のバスク・センターは，バスク語教室やバスク・ダンス
教室などの運営費に充当し，バスク系住民コミュニティの組織化と活性化に役立てている。
バスク州政府がバスク地方外のバスク・ディアスポラの組織化と活性化を進めるようになっ
たのは，1979年の自治州成立直後からである。その当時からバスク州政府は，ディアスポ
ラ支援のためにバスク・センターの役割に注目していたとされる（Totoricaguena2005:
195）。そして1994年の州法8号により世界各地に散在するバスク・センターを自治州のナ
ショナルな体系に間接的に組み込むことで，トランスナショナルに展開するバスク人の制度
的ネットワークを構築したのである。
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これまでの流れをハイアルディ2015に文脈に組み込めば，バスク州政府とバスク・ディ
アスポラで進行するバスク人コミュニティの再活性化のひとつの装置としてハイアルディ
2015を位置づけることが可能になるであろう。移民がディアスポラの地で開催する祝祭が，
集団内でエスニックなシンボルや感覚を共有することで，コミュニティの結束を強化し，な
おかつ故地との紐帯を確認するといった文化的機能を持つということは，従来もよく指摘さ
れてきた。しかしハイアルディ2015の場合，そのような象徴的機能に加え，故地のディア
スポラ政策と連動している点では故地との紐帯を強化するための制度的役割も強調できよう。
そしてそのディアスポラ政策が，故地バスク地方における自治権回復，すなわちネイション
としての復活と連動している点も忘れてはならない。自治州の政治的枠組みの中で故地のナ
ショナリズムが制度化され活性化されるのみでなく，そうしたナショナルな意識が地理的に
離れたディアスポラでも共有されることで，エスニックなコミュニティの再活性化が故地バ
スクとバスク・ディアスポラで同時に進行しているのである。
5．おわりに
19世紀中ごろから1970年代半ばまで続いた移民の時代，バスク地方と世界各地のバスク・
ディアスポラのネットワークは，ヒトの移動という行為により結ばれ補強されてきたが，そ
のネットワーク内の関係は基本的にヒトの個人的関係に基づくものであった。ヒトの移動が
途絶えた1970年代以降，本来であれば個人相互の関係は希薄になりネットワークは消滅に
向かうと考えるのが一般的であろう。しかしその当時からアメリカ西部ではバスク・フェス
ティバルが盛んになり，アメリカ西部内でのディアスポラ・ネットワークが形成されるよう
になった。それとほぼ同じ頃，故地バスク地方ではスペイン・バスク地方のバスク州とナバ
ラ州が自治権を回復し，故地のまなざしが世界各地のディアスポラに対して向けられるよう
になった。
これが偶然か必然かの議論はまた別の機会にするが，完全ではないにしてもネイションと
しての復活を果たしたバスク州は，ヒトの移動により構築されたネットワークを頼りに，各
地のバスク人のネットワークの制度化を図ってきた。その結果，世界各地のバスク・ディア
スポラではエスニシティの再認識とエスニックな連帯の強化が進行してきた。こうして構築
された越境するネットワークは，地理的に離れた複数の空間を連動し，越境する空間にあた
かも一つの社会空間としての性格を付与するようになった。その空間ではバスク人としての
集団意識やナショナルなセンスさえも共有されるようになる。ハイアルディ2015の祝祭空
間は，このようなバスクのトランスナショナルな社会空間のほんの一部ではあるといえるが，
その総体を表象する貴重な祝祭空間なのかもしれない。
トランスナショナルな社会空間を介してナショナルな意識までもが移動するのかという議
論が十分できたとはいえない。これは今後さらに検討を重ねるべき課題である。しかしハイ
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アルディ2015に集う各地のバスク人の熱狂を観るにつけ，昨今のようなグローバル化の時
代，エスニックなネットワークが強固であるほどナショナルな感覚のように繊細で価値ある
意識が共有に値するのではと思えてならない。
・本稿執筆に際しては，平成27年度科研費基盤研究C（研究代表者：石井久生，課題番号：15K
03021）の一部を使用した。現地調査は2015年7月末から8月初めにかけてボイジーにて，同年9
月にバスク地方にて実施した。ボイジーではハイアルディ2015の主催者，バスク博物館・文化セ
ンターの皆様，バスク地方ではバスク政府関係者やその他多くの皆様に数々の便宜を払っていただ
いた。ここに記して御礼申し上げます。
〈註〉
（1） バスク・ホテルが19世紀末以降彼らのコミュニティ活動拠点として機能する様子は，石井
（2015a）にまとめられている。
（2） 19世紀後半から20世紀前半にかけてのバスク人に対する差別について，いくつかの記述があ
る。例えばBieterandBieter（2000:39）によれば，英語に堪能でなく，孤独な羊飼いとして荒
野を移動する彼らは「汚い黒いバスク人dirtyBlackBasco」と侮蔑されることがあり，「黒い
バスク人BlackBasco」が彼らに対する蔑称として用いられた。Totoricaguena（2004:126）は，
言語や職業だけではなく，当時主流でなかったカトリック信者であったことも差別の原因のひと
つであったとして，宗教的要因の介在を指摘している。
（3） 2014AmericanCommunitySurvey1-YearEstimatesによれば，バスク人を祖先とする者
は全米で57,594人であった。
（4） 特に1924年移民法は，南欧や東欧からの移民がまだ少なかった1890年に実施されたセンサス
の出身国別人口比率をもとに移民割当を適用したため，南欧に分類されるスペインには厳しい割
り当てが課され，結果的にスペイン・バスクからの移民は急減した。1921移民法では1910年セ
ンサスの出身国別比率が割り当てられたため，それまでスペインには年間912人の入国が割り当
てられたものの，1924年移民法で131人まで厳格化された。これによりスペイン・バスクから
の移民の入国は急減した。フランスに対する移民割当は厳しくなかったものの，その当時のフラ
ンス・バスクからの移民は，牧羊業より酪農業に参入する傾向が強く，バスク系羊飼いの労働力
不足を補完することはなかったとされる。
（5） DouglassandBilbao（1975:385）によれば，カリフォルニア州チノ，サンフランシスコ，ロ
スバノス，ネヴァダ州リノ，エルコ，エリー，コロラド州グランドジャンクションなどのバスク・
クラブの創設は1959年以降である。
（6） しかし現実には，バスク系住民のローカル・ホスト社会への同化が進行して結束が弱まったこ
とで，それまで開催されてきたバスク・フェスティバルの規模をピクニックに縮小するような例
もあるそうである（2014年3月のベーカーズフィールドでの聞き取り調査による）。
（7） またDouglassandBilbao（1975:390）が指摘するように，アイダホ州のビスカヤ系コミュニ
ティとカリフォルニア州・ネヴァダ州のフランス系・ナバラ系コミュニティの分断は，1970年
代の段階ではまだ顕著であった。アイダホ州のバスク系住民はカリフォルニアのフェスティバル
に参加することは少なく，同じことがカリフォルニアのバスク系にも言えた。
（8） NABO結成は，バスク人にとって世界的に重要な意味を持っていた。バスク人は，ヨーロッ
パではフランスとスペインの2つの国家に分かれて住み，ひとつの国家に帰属することは近年な
かった。世界中に移住したバスク人もそれを統括する組織を持つことはなかった。それが1970
年代の初めにNABOが設立されたことで，アメリカに在住するフランス・バスクとスペイン・
バスクの両地域の出身者が，ひとつの組織のもとに集結したことになる。ここにひとつのバスク
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が再生されたともいえる。
（9） この舞踏会はクリスマスの直前にボイジーのバスク・センターにおいて今日でも開催されてい
る。
（10） 近郊在住のバスク人も多数参加する大規模な祝祭であったが，現在のように大掛かりなバーベ
キューで調理した肉を販売するような商業的要素はなく，各自食事を持ち寄るスタイルであった
ようである。
（11） バスク・ブロック付近の歴史的都心地区では，1950年代ごろから退廃化が進行し，1970年代
に入ると再開発が計画されるようになった。再開発のために組織された首都開発社CapitalCity
DevelopmentCorp.は，当初この付近にショッピング・モールの建設を計画していた。しかし
個人不動産所有者から既存景観の保存の強い要望が寄せられたため，1980年代半ば以降，行政
と個人不動産所有者の協力体制を築きつつ既存景観を保全改修する方針に転換されたことで，バ
スクのエスニック景観が再生されることになった（Hil2014:9）。
（12） バスク・ブロック再生の歴史は，石井（2014）にまとめられているが，簡略に要約すれば以下
のようになる。バスク系住民によるバスク景観保存は，1983年にアデリア・ガロ・シンプロッ
トAdeliaGarroSimplotによるウベルアガ・ボーディングハウスの買収から始まった。このバ
スク・ホテルの建造物は，1864年築のボイジーでも最古のもののひとつに入る。ここはもとも
とフランス系のジェイコブ夫妻の所有物であったが，1910年にビカンディ・ボーディングハウ
スBicandi・sBoardingHouseとしてバスク人がホテル業を経営するようになり，1918年からウ
ベルアガ夫妻がホテル経営を引き継いだことでウベルアガ・ボーディングハウスと呼ばれるよう
になった。同ホテルは1978年まで営業した。その後同ホテルを買収したシンプロットは，1985
年にこの建物内にバスク博物館・文化センターを開設した（Zubiri2006:381）。同博物館は1993
年に西に隣接する現在の位置に移転している。1989年にはボイジー在住のバスク系住民ダン・
アンソテギDanAnsoteguiがバル・ゲルニカBarGernikaを開業している。1992年にはシン
プロット・オルマチェタ SimplotHormaecheaとリチャード・オルマチェタ Richard
Hormaecheaが旧アンドゥイサ・ホテルのフロントン（伝統球技ピロタ競技場）の入った建物
を取得し，フロントンとして再建した。アンドゥイサ・ホテルは1915年頃開業し1950年に閉業
したバスク・ホテルであった。2000年にはバル・ゲルニカの創業者アンソテギが小売り施設の
バスク・マーケットを，2005年にはミレン・アルティアックMirenArtiachとホセマリ・アル
ティアックJoseMariArtiachがレクオナ・レストランLekuOnaRestaurantandHotelを開
業している。レクオナ・レストランの場所には，1935年から1943年までベラステギ・ホテル
BelasteguiHotelというバスク・ホテルが営業していた。
（13） 街路景観の整備は首都開発社が担当したが，その立案にはバスク博物館，ボイジー市アート委
員会BoiseCityArtCommissionなどが加わった。現在の街路景観は2000年のハイアルディ
に合わせて完成している（Totoricaguena2000:5789）。
（14） Yatsko（1997:66）によれば，旧刑務所跡は石造りの建物や細い通路などがヨーロッパのバス
ク地方の古い街並みを彷彿させ，この類の行事を開催するのに景観的には理想の場所であった。
しかし旧刑務所ということで祝祭開催のための十分なインフラ（例えばオープンスペース，駐車
場，7月末の強い日差しを遮る屋根など）が備わっておらず，会場への道路も1本しか存在しな
いため，来場者にとって極めて不便であった。そのため，1995年から現在の会場（ただし当時
はWestIdahoFairgroundと呼ばれていた）に変更になった。
（15） バスク語のjoan-etorriはスペイン語のidayvuelta，すなわち日本語の「往復」を意味する。
シンポジウムの英訳は ・GoingBack&Forth・となっており，バスク人の過去を見つめながら
未来へ向かうという意味が込められている。
（16） 同プログラムは，ネヴァダ大学のバスク・センターとともに，全米を代表するバスク研究機関
のひとつである。発端は1974年以降ボイジー州立大学がバスク地方のオニャティにあった旧バ
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スク大学に学生を派遣したことから始まるが，20045年度以降，正式な学部プログラムとして
発足した。同プログラムは外国語学部所属の2名と歴史学部所属の3名のスタッフにより運営さ
れている。同プログラムに所属する歴史学部のジョン・イスルサJohnYsursa（バスク研究コ
ンソーシアム所長を兼任），同じく歴史学部のディヴ・ラチオンドDaveLachiondo（バスク研
究コンソーシアム副所長を兼任）の両氏は，日頃からバスク博物館やバスク・センターのホール
を利用して幼時から青少年までの幅広い世代にバスク・ダンスを指導している。さらに彼らは，
ハイアルディ2015の週末土日にエクスポ・アイダホで開催された舞踏上演会でもボイジーの複
数のチームのコーディネイトを担当した。彼らはいうなればボイジーのバスク系住民コミュニティ
を組織化するうえでのキーパーソンでもある。
（17） これまで7回あったハイアルディ開催年で，ボイジーが年次総会会場とならなかったのは，
2005年（会場：RockSprings,WY）と1995年（会場：Buffalo,WY）の2回のみである。
（18） 主催者によれば，聖イグナチオのミサやバスク・ブロックにおけるBasque-ingのようなオー
プン参加型の行事が含まれるため，総参加者の正確な把握は難しいとのことである。ただし地元
紙IdahoStatesmanのHPに掲載された2015年8月3日付の記事によれば，週末土日のExpo
IdahoでのBasque-ingの来訪者が2万人以上，木曜のセンチュリーアリーナでのSportsNight
の観客が約5千人，金曜のモリソン・センターでのFesta・raの観客が約2千人ということなの
で，総数で約3万人というのは妥当な数字であろう。
（19） 2015年9月8日のバスク州政府首相府ベナン・オレギBenanOregi氏へのインタビュー調査
による。数字の幅が大きいのは，政府ルートや旅行代理店のツアーなどを利用しての来訪者の数
は正確に把握可能であるものの，親類や友人などの個人的関係を頼りにした参加者のほうが多数
であったため，それらについては把握が困難であるという理由による。
（20） 上記註と同じくオレギ氏へのインタビュー調査によれば，バスク州政府からは首相を含め20
人がハイアルディ2015実行委員会の招待を受け開会式やシンポジウムなど各種行事に出席した。
パフォーマー約100人については，その選考はハイアルディ2015実行委員会が2年前に実施し
た公募で参加する個人や団体が決定された。政府関係者やパフォーマーの滞在費はボイジーのハ
イアルディ2015実行委員会が支出したが，旅費はバスク州政府が支出した。総額約6万ユーロ
であった。
（21） 具体的には1994年5月27日成立の1994年州法8号である。同法はバスク地方外に居住する
バスク人を組織化する拠点にバスク・センターを位置づけ，バスク・センターに対し制度的支援
を推進することを目的に制定された。
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JaialdiisthemostimportantethnicfestivalforBasquediasporaintheworld,
celebratedinBoise,Idaho.Jaialdi2015washeldinthelastweekofJuly,2015,atthe
multiplelocationsinBoise.ThemainsitewastheBasqueBlock.Thisisjustablock
ontheGroveStreet,butanimportantmemorialplacefortheBasquepeople,because
oftheexistenceofex-boardinghouses,handbalcourtpiloteak,theBasqueMuseum
andCulturalCenter,andespecialytheBasqueCenterEuskaldunak.Thisisacore
placeforcommunityactivityoftheBasquepeopleinBoise.IntheperiodofJaialdi
2015,alotofBasquepeoplelivingnotonlyintheAmericanWestbutalsointhe
AmericanContinentsgottogetheratthisplace,andtheyreconfirmedintensiveand
widespreadnetworkamongthem.Inthispoint,itcanbesaidthatJaialdioperates
itselfasaninstrumenttoreinforcetheirnetwork.Butthisisnotonlythematterofthe
networkofBasqueDiasporas.InthecaseofJaialdi2015,aboutonetenthofvisitors
camefrom theBasqueCountry.Theplaceoforiginofimmigrantsstilmaintains
strongrelationwiththefestivalspaceinBoise.ThegeographicaloriginoftheBasque
peopleandtheirworldwidediasporafunctionjustlikeatransnationalsocialspace
linkingtightlythebothofthem.
TransnationalityofBasqueFestivalSpace
intheCaseofJaialdi2015,Boise,Idaho
HisaoIshi
